
表紙紹介

クイズに挑戦

＜個人情報の取り扱いについて＞ 皆さまからいただいた個人情報に
ついては、適切に管理するとともに、賞品の発送及び広報紙作成の参
考とする以外の目的には使用いたしません。

広報紙の中に
ヒントがあるよ

Q　令和5年新規加入申込限定で保険料の
一部を岡山県が助成するのは○○保険です。

答え：○○保険
※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.20（春号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

●応募締切／令和5年11月30日（木）（当日消印有効）
〒703-8265 岡山市中区倉田436-2
（11月以降宛先） 〒700-0984 岡山市北区桑田町1-30
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 「クイズに挑戦」係

●宛先／のうぎょう川柳のうぎょう川柳 クイズ＆

応募方法・宛先
E-mail　kikaku@ok-nosai.or.jp

メールは
こちら

No.16（春号）の解答 「51」

お問合わせ先
本　　所

（11月以降）本所
岡山支所
東備支所
倉敷支所
井笠支所
高梁支所
新見支所
真庭支所
津山支所
勝英支所

☎086-（277）5531
☎086-（224）5588（代表）
☎086-（277）5511
☎0869-（92）0404
☎0866-（92）1771
☎0866-（83）2600
☎0866-（21）0350
☎0867-（72）4455
☎0867-（44）5520
☎0868-（36）7730
☎0868-（38）1240

共済掛金等の口座振替を
お願いしています

　現金納入でのお支払忘れ等を未然に防止するため、
掛金等の納入には口座振替をお願いしています。
　現在口座振替をしていない方、登録済み口座や名義の
変更をご希望の方は「口座振替依頼書」を金融機関、
もしくはお近くのＮＯＳＡＩまでご提出ください。
※「口座振替依頼書」が必要な方はお近くのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。

一般社団法人　宇治雑穀研究会

　高梁市宇治地域の「一般社団法人宇治雑穀研究会」は、耕作放棄地
の解消や雑穀栽培、雑穀を使用した様々な商品開発により、農地
保全と地域振興に努めています。
　地域の高齢化が進み、耕作放棄地が増える中、「荒れた農地ばかり
の地域にしたくない」と、5名の有志で立ち上げた任意団体が、同研
究会の始まりです。整備した農地の有効活用のため、比較的簡単に
栽培でき、加工品で収益が見込める雑穀の栽培を開始。地域の人に
生育管理を依頼することで、高齢者の生きがいづくりや収入源にも
繋がっています。
　活動に賛同する人々が集まり、平成29年に法人化。今では26名の
構成員が所属し、生産部・加工部・管理部・総務部など、4部門に分か
れて運営。地域を盛り上げるための活動に尽力しています。

※写真は参考です。
　送付する内容と異なる場合があります。

宇治雑穀研究会の
「もち麦加工品セット」
をプレゼント

宇治雑穀研究会の
「もち麦加工品セット」
をプレゼント

宇治雑穀研究会の
「もち麦加工品セット」

正解者の中から抽選で
5名様に
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収入保険へご加入ください！
保険料の一部を岡山県が助成いたします！

岡山県収入保険加入推進事業

対象となる方（助成の要件）
次の全ての要件を満たす方
❶青色申告をしている農業者で岡山県内に住所を有する方（個人､法人）
　 ※法人の場合は本店又は主たる事務所の住所が岡山県内

❷次の期間の収入保険に新規加入する方
　〈個人〉 令和6年1月1日～12月31日
　〈法人〉 県の交付決定日から令和6年3月までに保険期間が開始すること
❸令和6年1月末までに積立方式による加入手続を完了した方
❹加入申込時の保険料（事務費・積立金・補助等を除く自己負担の保険料）が
　10,000円以上となる方
❺岡山県農業共済組合を通じて加入手続を行うこと（オンライン申請を含む）

助成額
●保険料が10,000円以上15,000円未満の場合
　　１経営体あたり5,000円
●保険料が15,000円以上の場合
　　１経営体あたり10,000円 （助成金は岡山県農業共済組合から支払われます。）

令和5年
新規加入
申込限定

収入保険にご加入いただいた皆様の声をご紹介いたします。

収入保険は制度の開始から5年目を迎えました。
現在は県内の1,478件の経営体にご加入いただいています。

令和4年度は加入者のうち3割の方に保険金等をお支払いしました。（令和5年7月時点）

入ってよかった収入保険

　収入保険はリスクに備えつつ、新しいことに
チャレンジできる保険です。補償率が高く、突然の
営農計画の変更にも対応できるところも助かり
ます。収入保険のおかげで新しい作物や作付け
方法に挑戦できています。
　麦の思わぬ収入減少があったときには、保険金
を受け取って安心しました。
　今後は法人化や従業員の雇用を視野に入れ、
経営規模の拡大を目指します。

　私は令和3年に知人の紹介で収入保険に加入
しました。ちょうどその年に米の価格が大きく
下落し、保険金に助けられました。加入していて
本当によかったと思いましたね。
　収入保険は所得ではなく収入を補償してくれる
点で公平な保険だと感じています。制度的にも、
今後大きく変更されることはないだろうという印象
なので、加入している側としても安心できます。
　4月から専業農家になり時間に余裕ができたので、
黒大豆の作付けを増やそうかと計画しています。青木 啓祐さん（70）津山支所管内　久米南町

チャレンジできる保険

所得ではなく
収入を補償する保険

収入保険　加入件数の推移

※基準収入は過去の平均収入（5年分）及び加入年の
　営農計画等を考慮した収入金額です。

基準収入300万円未満の方が
加入件数の約4分の1を占めています

300万円以上
74％

0～120万円9％
120～180万円
7％

180～300万円
10％

加入件数増加中！
今年は助成の対象要件が
広くなりました！
基準収入約120万円から
助成を受けられます！

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

267件
504件

724件

1,122件

1,478件

基準収入別加入件数割合※

©岡山県　ももっち

田中 博さん（50）勝英支所管内　奈義町
た なかひろし

水稲・麦・大豆・とうもろこし など 15ha

あお き   けいすけ

水稲・黒大豆 2ha

23



　

昨
年
、ト
ラ
ク
タ
ー
が
水
路
に
転
落
し
、高
額
な

修
理
費
用
が
掛
か
り
ま
し
た
。買
っ
て
間
も
な
い

も
の
で
不
安
で
し
た
が
、N
O
S
A
I
へ
連
絡
す
る
と

す
ぐ
に
事
故
現
場
ま
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。共
済
金
の

支
払
い
ま
で
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
、迅
速
な
対
応
で
し
た
よ
。共
済
金
額
も
十
分
だ
っ
た

の
で
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

N
O
S
A
I
の
農
機
具
共
済
に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。農
機
具
の
共
済
は

他
に
は
な
く
、加
入
や
更
新
手
続
き
も
す
ご
く
簡
単
で
す
。こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て

農
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

もしも、事故が発生したら…

農
機
具
共
済

速やかに、NOSAIへご連絡ください。
事故発生の通知が遅れると、お支払いができない場合や、
共済金が減額となる場合があります。
また、農機具の引き上げや引き起こしが必要な場合は１人
ではなく必ず複数人で対応しましょう。

作業前のチェックポイント

❶年に１度は圃場の進入・退出路を
　点検し、整備をする。
❷稲に隠れている石やゴミなどの
　異物を取り除く。
❸草刈りをして、畦の境界を明確に
　しておく。

作業中のチェックポイント

❶作業中の詰まり除去などの点検時は、
　必ずエンジンを切る。
❷後退時は、後方を十分確認する。
❸慣れた道でも、草むら、狭い道、
　坂道などでは降りて道幅や
　路肩状態を確認する。

加
入
者
の
声

代
表　
岸
野 

榮
治
さ
ん 

(75)

農
事
組
合
法
人
矢
掛
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ

き
し
の  

え
い
じ

真庭支所管内勝英支所管内

勝英支所管内

　
昨
年
度（
令
和
４
年
度
）の
大
雪
は
、
岡
山
県
内
各
地
の
ハ
ウ
ス
に
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
積
雪
の
量
は
予
測
し
に
く
い
う
え
、
ハ
ウ
ス
へ
の
被
害
は
倒
壊
や

全
損
に
直
結
し
や
す
い
た
め
、
農
業
へ
の
影
響
は
甚
大
で
す
。

　
自
分
で
で
き
る
対
策
を
し
た
う
え
で
、
も
し
も
の
事
態
に
備
え
て
、
園
芸
施
設

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

園
芸
施
設
共
済

ハ
ウ
ス
の
積
雪
へ
の
備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？

　

秋
は
収
穫
作
業
な
ど
で
農
機
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
、
農
機
具
事
故
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
時
期
で
す
。

　
岡
山
県
内
で
は
昨
年
、
農
機
具
の
全
損
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。
用
水
路
な
ど

危
険
な
場
所
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
計
画
を
立
て
て
複
数
人
で

作
業
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
安
全
に
農
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

本格的な降雪前に対策しましょう

〈ハウスの事前対策例〉

（一般社団法人 日本施設園芸協会
  「平成26年2月の大雪被害における施設園芸の被害要因と対策指針」より）

中柱を立てて補強をする
　　→雪の重みによるハウスの変形を防止

1

ビニールの穴・たるみの補修
　　→雪を滑り落ちやすくして積雪を防ぐ

2

クロスタイバーを取り付ける
　　→耐雪性能が大幅にアップ

3

屋根に雪が積もったハウスは、倒壊のおそれが
あるため中に入らないようにしましょう。

雪が降り
始めたら・・

・

必ず降り始める前に
やっておきましょう。

令和４年度 大雪による共済金は、

57棟、2,568万円の
お支払いをしました。

そのうち、28棟は県北部を
中心とした全損被害でした。
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新規獣医師等基礎臨床診療技術研修を
開催しました

　NOSAIでは、職員を対象にした様々な研修を実施しています。今回は、今年度採用された2名の
獣医師を対象とした「新規獣医師等基礎臨床診療技術研修」の様子をお伝えします。
　本研修は、産業動物の診療に必要な基礎臨床診療技術などを5日間かけて学ぶ研修会です。各日の
講師は先輩獣医師が務め、座学で講義を受けるだけではなく、牛の子宮を使った縫合練習や牛の
保定のためのロープワークなどの実習も行いました。
　この研修を終え、新人獣医師たちは、各自の配属先で様々な臨床現場を経験し、獣医師として
成長していきます。

研修を経てたくさんの知識と
技術を身に付ける必要がある
ことが分かりました。これから
経験を重ねて農家さんと牛の
役にたてる獣医師になれる
ようがんばっていきたいです。

先輩の先生方が毎日当たり前に
こなしていることも、今の私には
分からなかったり、出来なかった
りして、もっと勉強しなくてはと
感じました。今回の研修や毎日の
診療同行で学んだことを実践し、
1日でも早く農家の方々の役に
立てるようになりたいです。

豊島獣医師
とよしま

（福井県出身）
美作家畜診療所

舩越獣医師
ふなこし

（岡山県出身）
生産獣医療支援センター

　
昨
年
度
、
麦
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方
な
ど
を
対
象
に
加
入
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
左
記
の
内
容
に
沿
っ
て
10
月
末
ま
で
に
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
令
和
６
年
産
麦
共
済
加
入
申
込
書 

兼 

変
更
届
出
書

②
令
和
６
年
産
麦
共
済
異
動
申
告
票

③
経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
直
接
支
払
交
付
金
の

　
交
付
申
請
の
有
無
に
関
す
る
申
告
書

以
上
の
３
点
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

農
作
物
共
済

麦
共
済
に
加
入
さ
れ
る
方

助
成
対
象 

：
電
気
柵
・
金
網
・
ト
タ
ン
等
の
購
入
費
用

（
令
和
５
年
産
水
稲
共
済
責
任
期
間
中
の
新
規
設
置
分
に
限
る
）

助
成
額
：
資
材
費
の
10
％
ま
た
は
加
入
面
積
10
ア
ー
ル
あ
た
り

１
，
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

①
イ
ノ
シ
シ
等
侵
入
防
止
施
設
設
置
資
材
助
成

②
病
虫
害
防
除
薬
剤
購
入
助
成

①
令
和
６
年
産
麦
共
済
加
入
申
込
書 

兼 

変
更
届
出
書

裏
面
の
『
加
入
意
思
の
確
認
に
つ
い
て
』
を
記
入
し
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

麦
共
済
に
加
入
さ
れ
な
い
方

9
月
末
頃
か
ら

加
入
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
！

　
N
O
S
A
I
岡
山
で
は
、
損
害
防
止
の
た
め
に
生
じ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
申
請
期
限
は
10
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
補
助
対
象
は
左
記
の
通
り
で
す
。

水
稲
共
済
ご
加
入
中
の
皆
様
へ

損
害
防
止
事
業
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

申
請
期
限
は

10
月
末
で
す
！

※

令
和
５
年
度
か
ら
麦
共
済
が
、農
林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス（
e
M
A
F
F
）に
よ
る 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

　
対
象
に
な
り
ま
し
た
。（
申
請
に
は
g
B
iz
I
D
の
取
得
が
必
要
で
す
。）

①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
、②
と
も
に
交
付
上
限
金
額
は
３
万
円
で
す
。（
集
団
実
施
の
場
合
は
１０
万
円
）

申
請
用
紙
が
必
要
な
方
は
、最
寄
り
の
N
O
S
A
I
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麦
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

麦
共
済
の
加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

家畜診療所だより

実家で飼っている犬を動物病院で
診てもらったときに、親切な対応と適切な
処置をしてくれた獣医師さんに憧れたこと。

研修に参加した新人獣医師たち

獣医師を
志した
きっかけ

漫画『動物のお医者さん』を
読んだこと。

獣医師を
志したきっかけ

助
成
対
象 

：
病
害
・
虫
害
防
除
用
薬
剤
の
購
入
費
用

（
令
和
５
年
産
水
稲
防
除
の
た
め
の
新
規
購
入
分
の
み
）

助
成
額
：
防
除
実
施
面
積
10
ア
ー
ル
あ
た
り
1
5
0
円
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備北支所

美作支所

備前支所

備南支所

備前支所
（岡山支所・東備支所）
令和6年4月に
現岡山支所の事務所に統合
〈住所〉 岡山市中区倉田436-2

川
柳
川
柳

テ
ー
マ

友

夕

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
清
」ま
た
は「
伸
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
20
号（
春
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所（
市
区

町
村
ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
面
ま
で
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
16（
春
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
う
ぎ
ょ
う

の
う
ぎ
ょ
う

本所移転、支所・診療所統合計画についてNOSAI 岡山

美作支所（津山支所・
真庭支所・勝英支所）・
美作家畜診療所
令和6年4月に開所予定
〈新設地〉 苫田郡鏡野町沢田

備北支所（高梁支所・
新見支所）・備中家畜
診療所備北出張所
令和6年10月に開所予定
〈新設地〉 高梁市津川町今津

備南支所
（倉敷支所・井笠支所）・
備中家畜診療所
令和7年1月に開所予定
〈新設地〉 矢掛町東三成

本　所
支所・診療所統合に先駆けて、本所を桑田町の岡山県
農業共済会館（旧岡山県農業共済組合連合会事務所）
に移転します。
移転日：令和5年11月1日予定
〈住所〉〒700-0984 岡山市北区桑田町1-30

↑
岡
山
駅

市
役
所
↓

アパ
ホテル

イオン
岡山

NOSAI
岡山

岡山第2
合同庁舎

田
畑
に　

わ
ん
さ
か
い
る
よ　

我
が
友
が

夕
暮
れ
の　

手
植
え
の
あ
と
に　

秋
想
う

夕
暮
れ
に　

笑
顔
は
じ
け
る　

友
の
労
い

夕
立
ち
や　

急
ぎ
駆
け
込
む　

軒
の
下

農
繁
期　

一
人
で
出
来
ず　

友
が
来
る

芽
が
出
た
よ　

遠
く
の
友
に
も　

い
い
ふ
ら
す

夕
刻
の　

歩
き
が
日
課
に　

ヘ
ル
ス
ケ
ア

今
日
も
無
事　

夕
陽
を
拝
み　

最
敬
礼

身
太
り
の　

黒
枝
豆
が　

夕
の
膳

野
良
帰
り　

夕
焼
け
小
焼
け　

口
ず
さ
む

久
し
振
り　

マ
ス
ク
外
し
た　

友
の
顔

後
少
し　

夕
日
背
に
し
て　

草
を
取
る

夕
方
に　

「
ふ
ー
」
と
一
息　

今
日
も
終
り
か

言
い
過
ぎ
も　

許
し
て
く
れ
る　

友
の
仲

年
重
ね　

何
よ
り
た
よ
り　

友
人
は

ご
ん
げ
田
の　

花
見
と
し
ゃ
れ
て　

友
を
呼
ぶ

友
だ
ち
の　

友
は
友
だ
ち　

数
珠
つ
な
ぎ

夕
日
見
て　

明
日
の
ひ
よ
り
を　

楽
し
み
に

獣
の
群　

夕
日
目
指
し
て　

「
の
そ
の
そ
と
」

年
相
応　

友
の
髪
も　

ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
北
区　
藤　
方　
桂　
子 

さ
ん

岡
山
市
中
区　
松　
本　
一　
朗 

さ
ん

岡
山
市
南
区　
水　
島　
喜
美
子 

さ
ん

赤
磐
市　
　
　
岡　
﨑　
孝　
江 

さ
ん

　
倉
敷
市　
　
　
内　
田　
雄　
三 

さ
ん

倉
敷
市 

内　
田　
一　
夫 

さ
ん

倉
敷
市 

林　
　
　
陽　
子 

さ
ん

井
原
市　
　
　
窪　
木　
　
渉　

 

さ
ん

井
原
市　
　
　
今　
岡　
正　
昭 

さ
ん

新
見
市 

藤　
井　
峯　
子 

さ
ん

新
見
市 

小　
松　
典　
子 

さ
ん

真
庭
市 

大　
原　
良　
治 

さ
ん

真
庭
市 

柴　
田　
　
誠　

 

さ
ん

真
庭
市 

石　
原　
敏　
彦 

さ
ん

鏡
野
町 

田　
中　
多　
惠 

さ
ん

津
山
市 

春　
木　
喜
久
江 

さ
ん

津
山
市 

和　
泉　
富
美
子 

さ
ん

美
咲
町 

山　
本　
芙
美
子 

さ
ん

美
作
市 

下　
山　
栄
美
子 

さ
ん

美
作
市 

新　
海　
孝　
代 

さ
ん

で
ん
ば
た

面
積
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
」と
総
務
担
当
の
影
山
公
治
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

◆
安
全
第
一
を
胸
に

　
安
井
地
域
で
は
、
過
去
に
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
「
組
合
員
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
地
域
の
こ
れ
か
ら
を

担
う
仲
間
を
失
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ

以
来
、
安
全
第
一
を
改
め
て
胸
に

刻
み
、
全
員
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

配
布
し
、
作
業
中
は
必
ず
着
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
前

に
は
当
日
の
作
業
工
程
や
分
担

を
指
差
し
呼
称
を
交
え
て
確
認

し
て
い
ま
す
」
と
公
治
さ
ん
。

A
K
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
安
全
に

作
業
を
行
う
こ
と
を
一
番
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

◆
安
井
地
域
の
資
源
を
活
か
し
て

　
「
安
井
地
域
は
山
林
を
所
有
し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、

管
理
が
大
変
で
、
ほ
と
ん
ど
の
土
地
は
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
資
源
を
活
用
し
て
、
小
型
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
公
治
さ
ん
。
「
今
後
、

自
分
た
ち
が
発
電
し
た
電
気
を
農
業
に
も
活
用
し
な
が
ら
、
生
産

か
ら
消
費
者
の
手
元
に
商
品
が
届
く
ま
で
を
見
届
け
る
流
れ
を

構
築
し
た
い
」
と
い
う
大
き
な
目
標
へ
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

　
津
山
市
安
井
の
「
農
事
組
合
法
人 

A
K
フ
ァ
ー
ム
」
は
、
地
域
の

農
業
を
守
る
べ
く
、
安
井
地
域
に
居
住
す
る
総
勢
14
名
で
、
米
や
麦
、

大
豆
な
ど
の
穀
物
を
中
心
に
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
た
め
に
と
い
う
思
い
か
ら

　
安
井
地
域
で
は
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
一
人
で
農
業
を
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
、
地
域
で
協
力
し
て
農
業
を
す
る
話
が
持
ち
上
が
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
か
ら
14
年
前
に
、
現
在
の
理
事
で
あ
る
影
山

啓
介
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
平
成
22
年
４
月
に
８
名
で
A
K

フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
、
共
同
で
利
用
す
る

農
機
具
を
購
入
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
今
で
は
乾
燥

施
設
を
建
て
る
な
ど
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
A
K
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
離
農

し
た
人
の
耕
地
も
引
き
受
け
て
農
業
を
し
て
い
ま
す
。
農
地
の

利
用
権
設
定
を
し
て
適
切
な
手
順
で
耕
地
を
引
き
受
け
る
こ
と

か
ら
地
域
の
信
頼
も
厚
く
、
今
で
は
耕
地
面
積
が
設
立
当
時
の

3
・
5
倍
を
超
え
る
約
30　
に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

設
立
当
時
は
米
と
黒
大
豆
を

栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
地
が

増
え
た
こ
と
で
、
８
年
前
か
ら

麦
の
栽
培
に
挑
戦
し
始
め
ま
し
た
。

「
栽
培
を
し
て
み
る
と
、
嬉
し
い

こ
と
に
安
井
地
域
の
田
ん
ぼ
が

麦
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
現
在
の
栽
培
面
積

で
あ
る
約
7　
ま
で
徐
々
に
栽
培

◀「安井地域を守っていくぞ！」と笑顔なAKファームの皆さん

頑張ってます！頑張ってます！
津山市安井地域で米や麦、大豆の栽培をされている
農事組合法人AKファームをご紹介します。

け
い
す
け

か
げ
や
ま

か
げ
や
ま 

こ
う 

じ

↑コンバインで黄金色の麦を収穫しています

ha

↑皆で輪になり、指差し呼称を交えながら確認します

ha
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「
宇
治
雑
穀
研
究
会
」は
、高
梁
市
宇
治
町

で
も
ち
麦
を
栽
培
し
、加
工
・
販
売
ま
で

行
う
６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
も
ち
麦
は
、県
や
地
元
の
高
校
、

業
者
の
協
力
に
よ
り
、お
茶
や
も
ち
麦
粉
、

ビ
ー
ル
と
い
っ
た
加
工
品
と
し
て
市
内
の

ス
ー
パ
ー
や
市
外
の
直
売
所
で
販
売
を
し
て

い
ま
す
。今
後
も
様
々
な
加
工
品
を
開
発
し
、

販
売
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

も
ち
麦
を
活
用
し
た
加
工
品
の
取
り

扱
い
先
に
つ
い
て
は
宇
治
雑
穀
研
究
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
か
ら
は「
カ
フ
ェ
麦
」を
オ
ー

プ
ン
。収
穫
し
た
も
ち
麦
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
ち
麦
パ
ワ
ー
で
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
頑
張
る
宇
治
雑
穀

研
究
会
の
今
後
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
ね
。

　
「
パ
ン
と
焼
き
菓
子
の
お
店
ｎ
ｅ
ｎ
ｅ

ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
」は
、猫
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
し
ら

わ
れ
た
、見
る
だ
け
で
楽
し
め
る
パ
ン
や

焼
き
菓
子
、雑
貨
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
店
内
に
は
20
種
類
以
上
の
商
品
が
並
び
、

猫
型
や
肉
球
型
に
0.1
グ
ラ
ム
単
位
ま
で

調
整
し
て
成
型
さ
れ
て
い
ま
す
。店
主
の

小
坂
田
さ
ん
は「
や
わ
ら
か
く
て
誰
で
も

食
べ
や
す
い
パ
ン
」を
目
指
し
て
素
材
に
も

こ
だ
わ
り
、生
地
に
は
製
パ
ン
性
に
優
れ

豊
か
な
甘
み
が
特
徴
的
な
津
山
産
小
麦
の

「
せ
と
き
ら
ら
」を
1
0
0
％
使
用
し
て

い
ま
す
。ま
た
、ご
家
族
が
栽
培
さ
れ
た

無
農
薬
の
野
菜
を
使
用
し
た
季
節
限
定

パ
ン
の
販
売
な
ど
、素
材
の
味
を
活
か
し
た

商
品
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
地
元
素
材
を
使
っ
た
、お
い
し
く
て
か
わ

い
いｎｅｎｅｍｏｍｏ
の
パ
ン
を
ぜ
ひ
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

　
ス
イ
ー
ツ
も
ケ
ー
キ
や
季
節
の
フ
ル
ー
ツ

を
使
っ
た
パ
ン
ケ
ー
キ
、
夏
限
定
で
提
供

さ
れ
る
か
き
氷
な
ど
、
訪
れ
る
た
び
に

異
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
「
福
べ
」
で
味
わ
え
る
野
菜

や
お
米
は
店
舗
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
は

「
福
べ
」
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
随
時
発
信

中
で
す
。
ぜ
ひ
「
福
べ
」
で
素
敵
な
お
昼
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
「
福
べ
」は
店
主
の
服
部
芳
人
さ
ん（
２５
）が

「
農
業
を
し
て
い
る
父
と
兄
が
生
産
し
た

野
菜
や
お
米
を
お
い
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、令
和
４
年
５
月
に
和
気
町

和
気
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
で
す
。

　
ラ
ン
チ
は
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
レ
ー
の

ほ
か
、
２
週
間
ご
と
に
変
わ
る
期
間
限
定

メ
ニ
ュ
ー
を
２
種
類
提
供
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

や
お
弁
当
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。
限
定

メ
ニ
ュ
ー
は
、
肉
料
理
、
魚
料
理
と
バ
ラ

ン
ス
よ
く
用
意
す
る
な
ど
、
訪
れ
る
幅
広
い

年
齢
層
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

福
べ

住　
所　
和
気
郡
和
気
町
和
気
3
9
1

営
業
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
ラ
ン
チ
メ
ニュ
ー
は
無
く
な
り
次
第
終
了
）

定
休
日　
月
曜
日

Instagram

：fukube_coffee

高
梁
支
所
管
内

一
般
社
団
法
人

宇
治
雑
穀
研
究
会
（
高
梁
市
）

東
備
支
所
管
内

福
べ
（
和
気
町
）

は
っ
と
り
よ
し 

と

津
山
支
所
管
内

パ
ン
と
焼
き
菓
子
の
お
店

n
e
n
e
m
o
m
o
（
津
山
市
）

宇
治
雑
穀
研
究
会
・
カ
フ
ェ
麦

住　
所　
高
梁
市
宇
治
町
宇
治
1
8
3
1
-1

電　
話　
0
8
6
6
-2
9
-9
5
5
0

営
業
日

【
宇
治
雑
穀
研
究
会
】 

平
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

【
カ
フ
ェ
麦
】 

毎
週
月
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

※
も
ち
麦
加
工
品
の
購
入
等
に
つ
い
て
は
必
ず

　
事
前
の
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す

パ
ン
と
焼
き
菓
子
の
お
店
n
ｅｎｅｍｏｍｏ

住　
所　
津
山
市
沼
3
3
-5

電　
話　
０
７
０
-２
２
９
９
-９
４
０
０

営
業
時
間　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
商
品
が
な
く
な
り
次
第
閉
店
し
ま
す
）

定
休
日　
日
曜
日
・
月
曜
日

パ
ン
用
品
種
と
し
て
収
量
性
に
優
れ
、穂
発

芽
や
倒
伏
に
も
強
い
た
め
栽
培
し
や
す
い

品
種
で
す
。津
山
市
は
県
内
最
大
の
産
地
で

年
々
栽
培
面
積
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
せ
と
き
ら
ら
」と
は
？

▲猫の表情は小坂田さんが手描きで作っています

▲「雑穀栽培と加工品で地域を盛り上げたい」と
　代表の森田さん（写真左）

▲自慢のもち麦をふんだんに使った料理
　食物繊維が豊富で健康維持にも役立ちます

▲落ち着いた雰囲気の店内

▲ランチにはご家族の生産した
　様々な野菜が使われています

▲猫耳が特徴的な可愛い
　ネコ型の食パンです

宇
治
雑
穀
研
究
会
に
つ
い
て
は

広
報
紙
裏
表
紙
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
！

支所管内でノーサイくんが探検したおすすめスポットを紹介します。
今回は「東備支所」「高梁支所」「津山支所」管内を紹介します。

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP
高梁支所高梁支所

津山支所津山支所

東備支所東備支所
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